平成２２年度　(財)日本中学校体育連盟バレーボール競技部　第２回常任委員会　会議録　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　時：平成２２年８月２１日(土)１５：３５～１６：４０
会　場：岡山県総合グランド体育館　第２会議室
出席者：平手　陽部長、大村暢彦副部長(北海道ブロック長)、髙橋憲太郎副部長(審判規則委員長)、
三上和男副部長(競技委員長)、勝見俊也副部長(強化委員長)、渡部隆一(東北)、関口　満(関東)、
賀子貴和(北信越)、高橋容一郎(東海)、山野上聖一(近畿)、蕨　敦志(中国)、樋野慎平(四国)、吉村英樹(九州)
各ブロック長、神山信次郎(指導普及委員長)、吉田征弘（事務局長）、栗原博之(監事)
陪　席：勝部影明(顧問)、鈴木榮夫(顧問)、大塚洋一（事務局主事）、安藤裕枝・堀江朋一・渡辺裕（各事務局員）
大阪府中体連バレーボール競技部視察団10名(次年度全国大会開催地)
東京都中体連バレーボール競技部視察団10名(次々年度全国大会開催地)
司　会：吉田事務局長　　記　録：大塚事務局主事
配布資料

・平成２２年度（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部　第２回常任委員会レジュメ

・平成２２年度（財）日本中体連バレーボール競技部　役員名簿

・平成２２年度　競技部長連絡会　資料

・競技部長選出についての確認

・競技部会の確認事項

・　１　提案事項・要望事項の扱いについての基本、２　提案事項・要望事項の取り扱いについての確認

・平成２３年度　全国中学校体育大会　第４１回全日本中学校バレーボール選手権大会要項（案）

・（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部　競技委員会からの提案
・大会参加チームのユニフォームの規定について（平成21年5月30日付）

・代表者会議に参加される際の服装について（平成21年5月30日付）

・（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部　東海ブロック審判研修会実施報告書

・（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部　中国ブロック審判研修会実施報告書

・平成２２年度　全国中学生バレーボール指導者研修会（熊本会場）

・平成２２年度　全国中学生バレーボール選抜強化（一次）合宿推薦要項

・平成２２年度　全国中学生バレーボール選抜強化（一次）合宿要項

・平成２２年度　全日本中学生「長身選手発掘育成合宿」実施要項
・　 eq \o\ac(○,写)　参加証
・藤沢市制施行７０周年記念　第１回湘南カップ　全国中学生ビーチバレー（４人制）大会

１．開会のことば　三上副部長
２．報告事項
①日本中体連関係：平手部長
・競技部会と重複するので、会議録を確認いただくことで報告に替える。
②ＪＯＣジュニアオリンピックカップ第２４回全国都道府県対抗中学バレーボール大会：山野上近畿ブロック長
・第１回常任委員会でお示しした大会要項の変更はない。

・ホームページを必ず確認いただきたい。連絡事項、提出書類、提出期日などが記載されている。締め切りに遅れる事のない様、注意願いたい。
・チームスタッフの登録が全チーム完了次第、昨年度と同様に各チームのマネージャー勤務校へ練習用ボールをメーカーより発送する。１チームでも登録が遅れると発送ができない。９月６日（月）厳守でお願いしたい。（吉田事務局長）
・２年間にわたり、１２個の新練習球を全チームに配付した。次年度以降、これにかかった経費をＪＯＣジュニアオリンピックカップに役立つ何らかの形（なるべくチームに直接還元できる）ことに継続して支出していきたい。具体的な内容については、ＪＯＣジュニアオリンピックカップ事務局とも相談の上、検討していく。（平手部長）
３．協議事項
①平成２２年度第４０回全日本中学校バレーボール選手権(岡山)大会：蕨中国ブロック長
・参加料とプログラム代金を合算して送付、つり銭が必要、金額が不足、参加費が当日まで未払い等々、連絡や確認に時間をとられた。
・宿泊斡旋については、１００％ではなかった。
・プログラム用写真が依頼通りでなく、撮り直しをしてもらったチームがある。「写真を送らない。」「プログラムを買わない。」とお叱りの連絡を受けたところもあった。バレーボール部の記念写真ではないことを了解いただきたい。当該ブロック長に連絡済みである。
・ユニフォームが規定通りでないチームがある。徹底されていなかった。当該チームには連絡済みである。ブロック大会でしっかり確認してもらいたい。（三上競技委員長）
・今大会の競技役員と審判役員の確認だが、試合終了時が次の試合の設定時刻２０分未満だった場合、コート等の十分な点検ができないことが予想される。できない部分は合同練習中に行い、設定時刻通り競技が始められるようにする。試合開始をコート点検で遅らせることのないようにしてほしい。既に大会競技・審判役員へは連絡済で、そのように変更した。（髙橋審判規則委員長）

・合同チームの規定は、各競技や各ブロックにおいて考え方が違う。次回常任委員会までに調査し、情報を共有していきたい。（三上競技委員長）

・脚を覆うサポーター等、鉢巻に書かれている文言について、見解を知りたい。（樋野四国ブロック長）

→何らかの規制が必要か、状況を把握し、次回常任委員会で検討したい。
・後援社の諸般の事情から、㈱フジテレビジョン、産経新聞社、サンケイスポーツは今回大会までで後援から降りる。賞品（優勝旗レプリカ２枚、優勝杯・準優勝杯・３位杯計８個、優秀選手表彰盾２４個）については今大会から競技部負担で作成することとした。第１～３位個人メダル計１２０個、優秀選手表彰状２４枚は、従来から競技部負担で作成している。これらすべて本競技部に還付されたＪＶＡ・ＭＲＳ会費から支出されていることをご承知願いたい。（平手部長、吉田事務局長）
②平成２３年度第４１回全日本中学校バレーボール選手権(大阪)大会：山野上近畿ブロック長
・プログラム用写真については、メール送信と同時に紙ベースで送付してもらうよう検討する。同時に様式の確認をし、大会ホームページ上にも様式を掲載する。
・大会使用球は、現行のまま。
・大会経費削減の中、大会参加賞が作られなくなってきた。次回大会から「参加証」を新設したい。現在、関東ブロック大会で行っているものを参考に競技部負担で作成し、監督会議で渡すこととする。選手１２＋スタッフ３＋予備２＝１チーム１７枚×３６チーム×男女で１２２４枚。継続的に行っていくようにしたい。（吉田事務局長）
４．各業務委員会
①競技委員会：三上委員長
・大会使用球について、２年間をかけて様々な立場、角度から検討を重ねてきた。このことについて、ミカサMVA4000とモルテンV4M5000を全国大会の使用球とすることを（財）日本中体連に提案する。経済的負担（買い替え）を考慮し、全国大会における使用は、平成２３年度開催の東京大会からとする。
・決勝トーナメントの抽選について、各ブロック第１代表が抽選する場合の抽選番号を固定化したい。このことについて、各ブロックに持ち帰り、意見集約していただき、次回常任委員会で決定したい。
・開会式入場行進の「校名プラカード持ち」を「生徒役員」から「選手」に変えることについて、大会開催に伴う経費削減のため、開催地実行委員会の考え方で、どちらにしてもよいことを確認する。また、今大会では、予選リーグ戦から、モッパー、ボールリトリバーの生徒役員を配置していただいたが、それも減らすことが可能である。
②審判規則委員会：髙橋委員長
・東海ブロック、中国ブロック審判研修会実施報告書をご覧いただきたい。
③指導普及委員会：神山委員長
・石川会場指導者研修会　６月２６日(土)実施報告
・熊本会場指導者研修会　9/4(土)開催　8/12申込締切　参加者約５０名を予定している。
・東京会場指導者研修会　11/23(祝)開催予定。内容については、現在検討中であり、詳細が決まり次第、本競技部ホームページに掲載する。

・来年度の指導者研修会開催地３会場について、次回常任委員会で決定したい。
④強化委員会：勝見委員長
・全国中学生バレーボール選抜強化一次、二次合宿→別紙参照
昨年度、一次合宿に参加し二次合宿に選抜したが、辞退した選手が出た。今年度から一次合宿参加の段階で「宣誓書」を提出させるようにしたい。
⇒　このことについては選手の心情など考慮すべき点も多くあり、慎重に進めるべきであろう。今回の参加選手には、宣誓書を求めないこととする。
推薦をした選手の選考結果を知りたい。（樋野四国ブロック長）→推薦のあった選手は全員選抜した。強化委員会から直接、校長、保護者へ通知する。今大会中に、紙ベースでも一次合宿参加者をお知らせする。
・日韓交流・遠征　男女とも１１月１日(月)～７日(日)東京（機山館）、１１月７日(日)～１３日(土)韓国・忠州（チュンジュ）

スタッフ
団長　平手　陽部長　（ＪＶＡ男子強化委員）


副団長　勝見俊也副部長　（ＪＶＡ女子強化委員）

男子
監督　吉村英樹氏　(長崎県　強化委員会委員　九州ブロック長)

コーチ　山腰泰朋氏　(三重県　強化委員会委員)


ﾏﾈｰｼﾞｬｰ　中村哲也氏　(東京都　指導普及委員会委員　事務局員)
女子
監督　半沢一郎氏　(東京都　強化委員会副委員長)


コーチ　三重野孝志氏　（千葉県　関東ブロック強化委員会委員）


ﾏﾈｰｼﾞｬｰ　吉田征弘氏　(東京都　事務局長)
遠征メンバーも知らせてほしい。（樋野四国ブロック長）→本競技部ホームページに10/1を目途に掲載する。
・全日本中学生「長身選手発掘育成合宿」実施要項
「６　指導スタッフ」の「９ブロックより各２名の推薦スタッフ」の内訳は、男子選手指導者１名、女子選手指導者１名で、常任委員の方か、ブロック内で強化関係のまとめ役をしている方にお願いしたい。指導者も発掘していかなければならない。強化委員の意見交換、意思疎通の場にもしていきたい。
指導者に対する「講習」の時間も確保したい。
ブロック別長身選手発掘育成合宿と選抜強化合宿を一本化したものと考えてほしい。（平手部長）
遠征時のことを考え、女性の指導者をぜひ紹介していただきたい。一次合宿（３泊４日）、二次合宿（３泊４日）、韓国遠征（１２泊１３日）のすべてに参加できることが条件となる。
推薦書は、各ブロック長にメールで送付する。10/31（日）締め切りでお願いする。
長身者合宿への推薦選手の人数が多い場合、どの基準で線引きをしたらいいか。（関口関東ブロック長）→今回は初めての試みでもあり、とりあえず全員を推薦してほしい。
５．関東ブロック：関口ブロック長
・平成２４年度全国(東京)大会について、東京体育館が平成２５年度開催の東京国体準備のために全面改修となり使用できないことがはっきりした。大会会場が現段階では確定できないでいる。
大会使用球については、大会要項へ、商品名（ミカサMVA4000・モルテンV4M5000）を記載するようにする。
６．事務局：吉田事務局長
①平成２２年度全国大会、ブロック大会交付金の決算書のＪＶＡへの提出
遅くとも１２月末までに、ＪＶＡ国内事業部へ提出が完了するようお願いする。
②第１回湘南カップ全国中学生ビーチバレー大会　8/14（土）～１５(日)　藤沢市鵠沼海岸で開催
藤沢市長も参加し、盛大に開催された。大会初日に平手部長、吉田事務局長が視察した。お盆と重なり、交通手段、宿泊施設がたいへんであったらしいが、ジャパンビーチ大会とのカップリングで開催のため、この時期の開催となった。参加状況からいうと「全国」というには厳しい結果であった。大会関係者から苦言も頂戴した。しかし、「（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部」としては、昨年度の第３回常任委員会時にご説明いただく場を提供したことが、現時点でできる精一杯の行為であった。この状況はしばらく続くものと思われる。
昨年度の第３回常任委員会後、なんら情報提供がなく、直前に参加依頼があった。ブロック内でも情報をどう扱っていいのか（各県に流していいものかどうか）迷った。（複数のブロック長）

→（財）日本中学校体育連盟としては、新たな全国大会は認めてもらえない。「後援」に本競技部は入れない。藤沢市実行委員会に実績を作っていただきながら、「協力」として、（財）日本中体連バレーボール競技部の名称を出せるかどうか、模索していくことになるだろう。（平手部長）
③名簿の変更
強化委員　北海道　山本忠文　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　tttn.yamamoto0508@ebony.plala.or.jp
④第３回常任委員会　　１１月２８日(日)１３時～　世田谷区立駒留中学校
７．閉会のことば　勝見副部長
各ブロック長様には、競技部会に引き続き、長時間にわたる常任委員会、お疲れ様でした。たいへん内容の濃い会議となりました。このあと、決勝トーナメント戦の抽選会が控えております。岡山大会もあと２日あります。優秀選手の選考もありたいへんですが、宜しくお願いします。ありがとうございました。
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